
淡路信用金庫の環境への取組みについて

淡路信用金庫は、官民が連携し淡路島内のエネルギーや食の自給率向上を目指

す「あわじ環境未来島構想」へ参画しております。同構想は国の地域活性化総

合特区に指定され、当金庫においても、環境配慮に向けた様々な取り組みを実

施しています。

【金融商品の提供】

１．エコ住宅リフォームローン

エコ関連システムの設置を含むマイホームの修改

善・増改築に対し、低利での融資を提供しています。

２．マイカー・ローン

ハイブリッド車、エコカー減税適応車の購入資金に優

遇金利を適用することで「地球にやさしい」を応援し

ています。

３．エコ総合口座通帳

環境にやさしいリサイクル可能な素材の「エコ通帳」

を使用しています。

【再生可能エネルギーの開発支援】

大規模未利用地等において、太陽光発電事業を実施する際の資金を提供（融

資）しています。なお、「地域活性化総合特区支援利子補給金支給金融機関」

の指定を受け、事業者の資金調達を支援しています。

また、淡路島くにうみ協会が設置した住民参加型太陽光発電事業の建設資金

として、兵庫県が「あわじ環境未来島債」を発行する際には計画段階から助言

したほか、販売窓口として資金調達を支援しました。

※ 淡路島くにうみ協会は、当金庫と兵庫県が各々設立した団体が統合し発足

した団体

【環境に配慮した店舗づくり】

店舗施設の新築・改築に際し、太陽光発電システムを設置しているほか、本

部・営業店の照明を蛍光灯から LED へ順次切替え、消費電力の削減に取組んで

います。



【かいぼりへの参加】

淡路島にはため池が多いものの、農業者の減少と

高齢化によりため池の保全が困難になりつつあり

ます。当金庫では 2016 年度より、農・漁業者、

行政、大学等と連携して、ため池の「かいぼり」に

参加しています。

※ かいぼりとは、ため池にたまった泥を撹拌して海へ流すことで、ため池の

維持管理を図るとともに、泥に含まれる栄養塩を供給し漁場を豊かにする

取り組み

【竹刈りへの参加】

2018 年度より、放置竹林の拡大防止を図るため、農業

者、行政、大学と連携して、「竹刈り」に参加しています。

伐採した竹はチップ化したうえで、地域の温浴施設などで

燃料として利用されています。

【清掃活動への参加等】

金庫の創立記念日前後に実施する清掃活動や信用金

庫の日に実施する清掃活動に、ほぼ全役職員が参加し

ています。

また、鳴門・明石・紀淡の３海峡の海岸で実施され

る「３海峡クリーンアップ大作戦」や「全島一斉清掃

活動」に金庫が協賛するとともに、多くの役職員が参

加しています。

【SDGｓ宣言】

当金庫では、経営基本方針のひとつである「地域経済

の発展と顧客の繁栄に尽力する」ため、社会・経済・環

境を軸とした SDGｓ宣言を行いました。当金庫では、

SDGｓ宣言を金庫内外へ発信するとともに、宣言に即

した行動に取り組んでまいります。


